










こさいたろうの働く「白州郷牧場」とは… 

 この⼀年あまり、⽩州郷牧場での⽣産活動に携わり、⼟、⽔、おひさま以外の余計なものを使わずにつくる「やさい」や「たまご」、真に美味しいこと
を実感しています。 

 ⽩州郷牧場のにわとりは、⽇々⼩屋の中を⾛りまわっています。そして、急峻な花崗岩をくぐりぬけたミネラル豊富な南アルプス・甲斐駒ケ岳の豊
かな清⽔を飲み、農場で有機栽培されている野菜や草、発酵飼料をたっぷり⾷べて育ち、そして元気にたまごを産んでくれます。 

 ⽩州郷牧場のやさいは、農薬も化学肥料もまったく経験したことがありません。⻑年薬を撒かずに耕し続けた⼟と⽔の⼒、そして有機の肥やしの
助けを借りて育ったやさいたちです。このような環境で育ったやさいは、たくましい味がします。 

 体にいい、とまで⾔うと押しつけっぽいですが、余計なものが⼊っていないということは、少なくとも「体に悪くない」⾷べ物であり、「安⼼して⾷べて頂
ける」ことは確かです。それは、元気に⽣活するために不可⽋なことですが、昨今は当たり前とも⾔えなくなってきているような気がします。 

 私は今後も現場で、余計なものを⼊れない農法を学びます。⽇本の将来を拓く切り札の⼀つになるはず、と思うので。⼯場で野菜をつくる、的な
発想は、真の発展には繋がらない気がしています。 

 ⽩州郷牧場のたまごや野菜、麹や味噌の加⼯品などを、実際に現場で働く⼩⻫太郎からお届けしています。折を⾒て様々な商品をご紹介させ
て頂きますので、気になるものがありましたらぜひ私までご⽤命頂ければ幸いです。 

 たくましく味の濃い野菜と元気なたまご、ぜひご賞味下さい。 

 
いつか・こさいたろう農園 ⼩⻫ 太郎（株式会社⽩州郷牧場 取締役 執⾏役員） 

https://www.facebook.com/kosai.taro     taro@kosaioffice.com      FAX: 055-207-3225 
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⽩州 やさいとたまご ミニセット 
平飼い⽟⼦6個+旬のお野菜と加⼯品（5〜7品） 

2,400円（税別） 

⽩州 やさいとたまご フルセット 
平飼い⽟⼦10個+旬のお野菜と加⼯品（10品） 

3,500円（税別） 

※ セットは 箱代 送料 クール料込みです。※ セットには ⽩州郷牧場と同じような農法にこだわる全国の

仲間たち（⽣産地）のやさいや果物が⼊る場合もあります。※ こさいたろうからは 原則 ⽕曜⽇ ⾦曜⽇に

発送いたします。※ 写真は「⽩州 やさいとたまごフルセット」⼀例です。 

⽩州郷牧場の平飼いたまご 
20個⼊り 1,200円 30個⼊り 1,800円 60個⼊り 3,600円（税込） 

※ 商品代⾦の他に 送料 クール料 梱包料 1,000円（⾸都圏の場合）が別途かかります 

お気軽にご連絡下さい！ 
☀ ぜひ⼀度お試し下さい。 

☀ ご希望の商品の種類や数量をこさいたろう（下記）まで「FBメッセージ メール返信 FAX 

TELにてお伝え下さい。すぐに、新鮮なやさいやたまごをお送り致します。 

☀ この他にも、⽩州の⽔と気候を活かしたお味噌や麹製品なども販売しています。 

☀ また、これら商品につきまして、ビジネスとしてのお取引先も探しています。 

☀ ご関⼼お寄せ下さる際には、お気軽にお問合せ等賜りますようお願い申し上げます。 

☀ こさいたろう連絡先は… 

☀ FAX 055-207-3225 TEL 080-4404-6781 

☀ FACEBOOK   https://www.facebook.com/kosai.taro 

☀ E-MAIL   taro@kosaioffice.com       



東京ヘラルド 設⽴趣旨書 
 
 「ヘラルド」とは「時代のさきがけ」を意味します。 
 私たちは、「⾃由・公正・活⼒ある⽇本を拓くさきがけたらん」と決意し、「特定⾮営利活動法⼈（NPO
法⼈）東京ヘラルド」を設⽴致します。 
 とりわけ、私たちは、「⽇本農業の再⽣」が、⾃由・公正・活⼒ある⽇本への扉を開くための重要で有⼒
な鍵と捉えています。 
 「農は⾷の礎」であり、私たちの⽣存基盤そのものであることはもちろんですが、同時に、「農は⽇本⽂化
の礎」でもあります。先⼈が古来、⽥畑を耕すことを通じて⾃然との共⽣を図り、豊かな環境を守り育ん
できました。「農」は、単に⾷糧供給という役割にとどまらず、「⽇本⽂化の背⾻」と⾔って過⾔ではありま
せん。まさに⽇本⼈の⽇本⼈たるレゾンデートル（存在理由・存在価値）であり、不断に発展させ、将
来世代に引き継いでいくべきものです。 
 ⼀⽅で、諸外国からの⽇本農産物への評価は、味・品質ともに極めて⾼く、産業としてのさらなる発展
の可能性を⼤いに秘めています。また、国際情勢を鑑みる際、⾷糧⾃給の必要性も⾼まっていると⾔
え、この観点からも産業としての農業の重要性は⾼まっています。つまり、経済的な観点からも、農業が
必ずや、「活⼒ある⽇本」を拓く原動⼒になるものと確信しています。 
 私たち「東京ヘラルド」は、⽇本⽂化を守り育むという農業の果たすべき役割を最⼤限重視しつつ、活
⼒ある社会を担う主要産業としての農業のあり⽅を追求して参ります。 
 そのために、以下のような活動を展開するとともに、今後、必要と思われるあらゆる活動（観光の振興
を図る活動、農⼭漁村または中⼭間地の振興を図る活動、環境の保全を図る活動、⼦どもの健全育
成を図る活動、経済活動の活性化を図る活動等）に、積極的に取り組んで参ります。 
 
● 講演会・学習会の開催… ⽇本農業、ひいては社会全般の課題を学び、その解決策を模索する 
● 農業体験（都市と農村との交流）… 農業や農村の実情に触れることで、あるべき⽇本社会の姿

を考え、未来を担う⼦供たちに農業の役割や重要性を伝える 
● 農業者ネットワークの構築… 社会に有益な付加価値を持つ農産物を提供する⽣産者を⽀援し、

新規就農や新規参⼊を促進する 

特定非営利活動法人（NPO法人）「東京ヘラルド」 始動！ 

これまで、早朝研究会や各種懇親会などのイベントは、私、⼩⻫太郎個⼈の活動でありましたが、仲間のみんなと⼀緒に作るという意味で、
「東京ヘラルド」の活動として⾏ってきました。 
この度、⼩⻫太郎が⽣活拠点を⼭梨に移したことを契機として、東京周辺にいる仲間たちとの共同運営のかたちをより明確にすることに致し
ました。さらに、より多くの⽅に仲間に加わってもらいたい、より広く発信してきたい、という思いから、より開かれた運営形態である「NPO」を選択
し、その法⼈格を得ました。今後、設⽴趣旨（別掲）に基づき、さまざまな活動を展開予定です。 
何卒、皆様⽅のご参加、ご⽀援、ご協⼒を賜りますよう、⼼よりお願い申し上げます。 

〜 東京ヘラルドの活動計画（概要）〜 

東京での研究会・懇親会 
01/15 研究会（朝・夜） 

メディアの嘘に騙されるな 神⼭典⼠⽒講演 

02/19 新年の集い（夜） 
詳細検討中 

03/19 研究会（朝・夜） 
まじめに取り組む地⽅議員の主張 

04/16 異業種交流会（夜） 
詳細検討中 

05/21 研究会（朝・夜） 
⽇本農業の将来 若⼿有⼒農業者に講師要請中 

06/18 MAHARAJA パーティー 
詳細検討中 

07/16 研究会（朝・夜） 
農協改⾰の必要性 改⾰派国会議員に講師要請予定 

 
以降、毎⽉⼀回、原則・第三⽊曜⽇に 

「研究会」「懇親会」を交互に開催予定です。 
 
⼭梨・⽩州での農業・⾥⼭体験 

毎⽉・最終の⼟⽇に開催予定です。 
 

⽩州郷牧場 みそづくり体験 
1/15-4/30 随時開催。要予約。 

 

「わたしのたまご」プロジェクト 
現在企画⽴案中。乞うご期待。 

 
これ以外にも、NPO 理事会ではさまざまなアイデア
が出ています。新企画も随時お知らせします。ご希
望の⽅は、⼩⻫太郎あて、ご連絡下さい。また、上
記イベントへのご参加表明、お問合せも、お気軽に
どうぞ。 

会員募集中 
年会費 5,000 円 

［新鮮やさい と たまご 謹呈（年⼀回）］ 
 
会員として、共に活動を盛り上げて頂ければ、⼼より
嬉しく存じます。⼊会ご希望の⽅もぜひ、⼩⻫太郎
あて、ご連絡下さい。お待ちしています！ 

編集後記 
 
 ４年前、私は４期務めた港区議会議員を任期
満了で退任致しました。その後の４年間、前半は
国政挑戦に全⼒を傾け、敗退後、後半２年間は
農業という未知の世界に⾝を置いています。本紙を
編集しながら、久しぶりに「来し⽅」に思いを致しまし
た。⾃らの意志を貫かせて頂けること、幸せなことと
改めて感じています。 
 ４年前の４⽉は、区議として最後の街頭演説を、
港区内各地で朝から⼣⽅まで、６⽇間実⾏しまし
た。東⽇本⼤震災直後、実施を躊躇しましたが、
やってよかったと思っています。多くの声援を賜りまし
たこと、今でも鮮明に思い出されます。 
 本年は統⼀地⽅選挙の年。４年前、港区では４
⼈のみんなの党新⼈候補が全員当選でした。が、

今回は、それぞれの思いに従い、所属を変えて戦う
ようです。４年間の取り組みや姿勢は区⺠のために
なったのか、皆様には厳しく精査頂きたいと思ってい
ます。 
 私は、衆参選挙で⾝を粉にして応援してくれた皆
さん、特に、豊島区議の古
堺稔⼈さんと東久留⽶市
議の佐藤⼀郎さんの再選の
ために、微⼒を傾ける決意
です。 
 「⼀部の⼈だけがおいしい
思いをする社会」を変えな
きゃ、世の中は変わらず。
バッジを⽬指すか否かに関
わらず、私はそう思い続けて
います。 




